
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訃報 

去る、平成 25 年 5 月 26 日 当法人 理事長 塩原 丈夫 が永眠しました。 

改めて生前の御厚誼に深謝し心から御礼申し上げます。 

                                医療法人 昭友会 

 

〒355-0807 埼玉県比企郡滑川町和泉 704 

TEL: 0493-56-3191 FAX: 0493-56-4831  HP: http://www.kokoro.or.jp

発行： 医療法人 昭友会 埼玉森林病院 広報委員会 

第 25 号 平成 25 年 7 月 1 日発行 

このたび（財）日本医療機能評価機構から、病院機能評価更新審査

（Ver.5.0→Ver.6.0 平成 25 年 3 月）の結果として、認定証を受領いたし

ました。地域の方々に安心と信頼をお届け出来る医療機関となるよう、今

後もより一層、医療の質と安全の向上に努めてまいります。 

「働く喜び」 
埼玉福興株式会社様（ソーシャル･ファーム）のご協力を得て、働く体験をしました。

ソーシャル・ファーム（社会的企業）とは、イタリアの精神科病院で 1970 年代に

患者さんと職員で働く場を作ったのが始まりで、ヨーロッパ各地に広がり、様々な就

労困難な人達の働く場として発展してきました。当院でも働く練習の場として「ソー

シャル･ファーム」と名づけて、小グループ制のリハビリ活動を 3 月から始めました。

 今回は玉ねぎの収穫体験。自然が広がる柔らかな土の上で汗を流し、「気持ちいい！」

と満面の笑顔。障がい者、高齢者、学生の方々に混じって、メンバーは働く喜びを味

わうことが出来、「働いて社会に役立ちたい」という願いの実現に一歩近づけました。

 

作業療法プログラムの一つとして、「ダンス」に取り組んでいます。現在は、松任谷

由美さんの代表曲である「廻輪曲」（ロンド）を選び、参加者全員で振り付けを考え、

練習しています。まだ途中ですが、参加者で意見を出し合って決めた、妖艶で情熱的な

イメージに合わせ、上下左右に動く、激しいダンスになりそうです（*^_^*）。また現在、

年一回、運動会での発表がありますが、今後はそれ以外でも発表の場を設けることも考

えております。患者様の楽しみだけでなく、自己表現の場や集団でダンスを踊ることで

の協調性の向上や達成感を味わえるような活動を目指していきます。 
 

～院内の取り組み～ 
献血への協力 平成 25 年 6 月 18 日 

埼玉県赤十字血液センターによる献血が実施されました。40 名

の職員が協力いたしました。今後も積極的に協力してまいります。 
 

自衛消防訓練 平成 25 年 6 月 19 日 

夜間想定の自衛消防訓練を実施し、職員の消火訓練も併せて行

いました。また、消防署によるはしご車の架梯調査を行って頂き

ました。患者様にもご協力頂きながら防災の取り組みをしてまい

ります。 
 
 
 
 
家族懇談会 

 9 月 28 日（土）に家族懇談会を開催いたします。多くのご家族

の参加をお待ちしております。 
 

運動会 

 10 月 19 日（土）に当院グラウンドにて運動会を開催いたします。 
 詳細については後日改めてお知らせいたします。 

～お知らせ～ 



                                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜ 研究発表 ＞ 
 
 
開催日：平成 25 年 5 月 31 日～6 月 2 日(3 日間) 
学会名：第 38 回日本精神科看護学術集会 
会 場：仙台国際センター 
演 題：『服薬自己管理に自信や意欲が持てない患者への関わり』 
 

日本精神科看護技術協会埼玉県支部の推薦を受け、全国大会で 
ある日本精神科看護学術集会にて示説発表を致しました。 

  研究内容は、「退院を予定する患者様の服薬管理の定着」を課題として取り上げました。退

院した患者様の中には、服薬の自己管理が継続できず、再入院となる方の事例が多数報告さ

れる現状があります。今回この問題に対して取組んだ結果、自己効力理論を用いた援助方法

が、特に自信や意欲が持てない患者様に対して有効に働くことを見出すことができました。

今後、退院する患者様が服薬自己管理を習得することによって、安定した社会生活を送っ

て頂くよう援助してまいります。 

新入職研修       平成 25 年 4 月 1 日、3 日 

この研修の目的は、埼玉森林病院の歴史や組織、病院理念を

はじめ、精神科に関する知識、院内の安全管理・感染対策を学

ぶことです。新入職員は、この研修で得た知識を生かし業務に

就いています。 

梅雨の時期ではありまし

たが、当日は真夏を思わせ

るような陽気でした。 
多数の患者様と職員が地

域のボランティアの方々と

一緒に盆踊りをしたり、チ

ンドン屋さんの演奏に合わ

せて身体を動かし楽しんで

いました。 

 江南総合グラウンドで行われた県北ソフト

ボール大会に出場し、11 名の患者様が参加さ

れました。当日は天候にも恵まれ、患者様一

人ひとりが日頃の練習の成果をいかんなく発

揮していました。 

平成 25 年 6 月 5 日 

平成 25 年 5 月 10 日 

 

音頭に合わせて踊ったり、

太鼓を叩いたりしました。 

焼きそばやフランクフルト、ぜんざいに射的といった 
さまざまな露店が並びました。 

ボランティア

の「都幾川番匠

一座夢ちんど

ん」さんによる

演奏は大いに

盛り上がり 
ました。 

安全管理研修     平成 25 年 6 月 19 日、26 日、28 日 

ＣＶＰＰＰ（包括的暴力防止プログラム）の研修を安全管理

研修の一環として行ないました。日本精神科看護技術協会主催

の研修において、プログラム修了者が所属病院において研修を

行なう事が許可されている研修です。当病院には、認定トレー

ナー2名が所属しておりトレーナーの指導の下、暴力防止につ

いての研修を行なうことができました。 

一次救命処置（ＢＬＳ）トレーニング  

全職員を対象とした BLS トレーニングを開催しています。

これからもシミュレータを用い実技を取り入れた演習を繰り

返すことで、突然の緊急事態に備えられるよう病院職員全員が

技術の定着を図れるトレーニングを行っていきます。 

平成 25 年 6 月 17 日～19 日 


